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塗料が変わる、世界が変わる超微粒子の世界
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3月1日、2日、3日、4日の4日間限り有効

今、経営に悩みをかかえていませんか？商工会議所経営指導員が相談に応じます。
問い合わせ先：紀州有田商工会議所　ＴＥＬ：８３－４７７７

紀州有田商工会議所
相談及びセミナー参加ご希望の方は、当所までご連絡くださいＴＥＬ：８３－４７７７

窓口相談・セミナー等

３月３日㈪・１０日㈪
１７日㈪・２４日㈪

経営窓口相談
いずれも午後１時～３時
相談員　経営指導員

創業・融資・労務管理など
経営の諸問題についてご相談
をお受けします

和歌山県よろず支援拠点
出張相談会

当商工会議所と和歌山県よろず
支援拠点が連携し、出張相談会
を開催します。
経営全般に係る相談会となって
おります。　　　※事前予約制
※詳しくは、商工会議所まで

３月１９日㈬
午後１時～３時

３月１２日㈬
午後１時～４時

メンタルヘルス対策相談
場所：紀州有田商工会議所

場所：紀州有田商工会議所

相談員：村上 寿美子 氏
・職場のうつ病対策
・セクハラ、パワハラ
・メンタルヘルス教育研修
・休職者への職場復帰支援
・心の健康づくりに関するご相談
※専門の産業カウンセラーが相談
　をお受けします。

３月１０日㈪
午後１時～３時

労 務 相 談
相談員　経営指導員

労働時間、就業規則、時間
外協定等労働に関する相談
及び各種助成金の相談

３月１１日㈫
午後１時～３時

金 融 相 談 会
場所：紀州有田商工会議所
相談員：日本政策金融公庫
　　　　担当者

運転資金が必要な方、設備
資金の必要な方はご相談く
ださい。

※詳しくは、商工会議所まで

エキスパートバンク

・事業計画の立て方
・販売促進
・店舗レイアウト、ディスプレ
　イ考案
・パソコンの有効活用
・会計システムの導入
・経営革新への取組等

※詳しくは、商工会議所まで

小規模事業者を対象に専門家が
支援サポート致します

相談員：河原貴博司法書
　　　　士事務所
　　　　河原 貴博 氏

申込、問合せは商工会議所へ

※相談無料、事前予約制

３月１０日㈪・２４日㈪
いずれも午後１時～３時

記帳・税務相談
場所：紀州有田商工会議所
簡易帳簿、複式記帳の付け
方（パソコン会計含む）や
税務に関する相談をお受け
します。

３月１９日㈬
午後１時～３時

年 金 相 談
場所：紀州有田商工会議所

３月１２日㈬
午後１時～３時

無料登記相談

相談員：村上寿美子
　　　　社会保険労務士

老齢年金、障害年金、
遺族年金などに関するご相談

3月

長峰山脈を眺めながら流るる有田川。近く聞こえるのは黒潮のさざ波。
自然豊かなこの有田で人々が培ってきた「いいもの、いっぴんありだもの」
その品々を未来に引き継いでいくために紀州有田商工会議所では、特色・生
産加工技術・品質・意匠・包装など特に優れた産品を「優良土産品」として
認定・推奨しています。

　

今
月
の
優
良
土
産
品
は
、
明
治
三
十
六
年
創
業
の
「
橘

家
」で
受
け
継
が
れ
て
き
た「
お
っ
ぱ
寿
司
」を
紹
介
す
る
。

　

有
田
地
方
で
は
昔
か
ら
、
み
か
ん
の
農
繁
期
に
な
る
と

食
事
を
作
る
時
間
が
な
く
な
る
ほ
ど
忙
し
く
な
っ
た
。
そ

ん
な
時
に
重
宝
さ
れ
た
の
が
「
お
っ
ぱ
寿
司
」
で
あ
っ
た
。

　

昔
は
各
家
庭
で
、
地
元
で
獲
れ
た
魚
を
塩
漬
け
し
保
存

し
て
お
り
、
そ
の
魚
を
塩
抜
き
し
て
薄
切
り
し
、
寿
司
飯

の
上
に
の
せ
「
に
ぎ
り
飯
状
」
に
し
て
食
べ
て
い
た
。

　

シ
ャ
リ
の
上
に
魚
が
乗
っ
て
い
る
姿
が
「
お
っ
ぱ
（
お

ん
ぶ
）
し
て
い
る
姿
」
に
似
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
橘
家

創
業
者
橋
爪
信
吉
氏
が
「
お
っ
ぱ
寿
司
」
と
呼
ん
で
明
治

の
頃
か
ら
作
っ
て
い
た
。
現
代
の
棒
寿
司
タ
イ
プ
に
な
っ

た
の
は
昭
和
の
頃
か
ら
で
あ
る
。

　

優
良
土
産
品
に
は
、
厳
選
し
た
鯖
と
松
前
昆
布
を
使
用

し
た
「
鯖
棒
寿
司
」
と
、
シ
ャ
リ
に
梅
肉
と
紫
蘇
が
混
ざ

り
太
刀
魚
と
蕪
（
か
ぶ
ら
）
が
の
っ
て
い
る
「
太
刀
魚
か

ぶ
ら
寿
司
」
が
認
定
さ
れ
て
い
る
。

【
お
問
合
せ
】

　

株
式
会
社　
橘
家

　
　
有
田
市
宮
原
町
新
町
一
七

　
　
☎
〇
七
三
七
―
八
八
―
七
〇
〇
五

今　月　の
優良土産品

株式会社　橘　家
おっぱ寿司（鯖棒寿司・太刀魚かぶら寿司）

　

昨
年
初
め
て
開
催
し
た
箕

島
駅
前
通
り
歩
行
者
天
国
イ

ベ
ン
ト
「
や
る
や
ん
み
の
し

ま
ス
ト
リ
ー
ト
」
を
今
年
も

開
催
す
る
。

　

好
評
だ
っ
た
昨
年
に
続

き
、
今
年
の
テ
ー
マ
も
「
昭

和
レ
ト
ロ
」
で
実
施
す
る
。

　

現
在
、
出
店
者
を
募
集
し

て
い
る
。
イ
ベ
ン
ト
の
概
要

に
つ
い
て
は
以
下
の
と
お
り
。

■
開
催
日
時

　

令
和
七
年
四
月
二
十
九
日

（
火
祝
）　

十
時
〜
十
六
時

■
開
催
場
所

　

箕
島
駅
前
通
り
（
安
諦
橋

北
詰
〜
箕
島
交
差
点
）

■
開
催
内
容

　

ス
ト
リ
ー
ト
マ
ル
シ
ェ
エ

リ
ア
、
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
エ

リ
ア
、
遊
び
の
エ
リ
ア

■
応
募
方
法
（
出
店
要
綱
）

　

Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ
フ
ォ
ー
ム
で

の
申
込
（
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を

読
み
取
り
く
だ
さ
い
。）

※

開
催
趣
旨
、

　

出
店
要
綱
、

　

出
店
料
、
出

　

店
条
件
等
を

　

ご
確
認
の
上
、
お
申
込
み

く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限

　

令
和
七
年
三
月
十
日
㈪

■
お
問
合
せ

　

紀
州
有
田
商
工
会
議
所

（
み
の
し
ま
ま
ち
な
か
エ

リ
ア
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

事
務
局
）

　

☎
〇
七
三
七―

八
三―

四
七
七
七

や
る
や
ん
箕
島
ス
ト
リ
ー
ト
二
〇
二
五

出
店
者
募
集
の
ご
案
内

〈
み
の
し
ま
ま
ち
な
か
エ
リ
ア
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
〉

や
る
や
ん
箕
島
ス
ト
リ
ー
ト
二
〇
二
五

出
店
者
募
集
の
ご
案
内

〈
み
の
し
ま
ま
ち
な
か
エ
リ
ア
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
〉

昭
和
の
あ
の
頃
を
一
日
限
定
で
再
現
！

昭
和
の
あ
の
頃
を
一
日
限
定
で
再
現
！

昭
和
の
あ
の
頃
を
一
日
限
定
で
再
現
！

〇
日
時

　

令
和
七
年
三
月
十
二
日
㈬

　

十
三
時
〜
十
五
時

〇
場
所

　

紀
州
有
田
商
工
会
議
所

　

四
階　

相
談
室

〇
相
談
員

河
原
貴
博
司
法
書
士
事
務

所　
　
　

河
原　
貴
博　
氏

〇
相
談
料　

無
料

〇
相
談
内
容

相
続
、
売
買
等
登
記
・
後

見
・
遺
言
等
「
司
法
書
士

業
務
全
般
」

※
参
考
に
な
る
資
料
が
あ
れ

ば
、当
日
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

〇
申
込

　

ご
希
望
の
方
は
紀
州
有
田

商
工
会
議
所
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。（
事
前
予
約
）

　

☎
〇
七
三
七
―

八
三
―
四
七
七
七

無
料
登
記
相
談
の
ご
案
内

無
料
登
記
相
談
の
ご
案
内

　

当
商
工
会
議
所
で
は
、「
労

働
災
害
ゼ
ロ
を
目
指
し
て
」

を
テ
ー
マ
に
第
三
十
回
労
働

安
全
衛
生
大
会
を
令
和
七
年

二
月
七
日
㈮
に
開
催
し
た
。

　

当
日
は
特
別
講
話
と
し

て
、
御
坊
労
働
基
準
監
督
署

雑
賀
秀
元
署
長
よ
り
「
労
働

災
害
の
現
状
と
対
策
」
に
つ

い
て
講
話
い
た
だ
い
た
。
セ

ミ
ナ
ー
で
は
メ
デ
ィ
カ
ル
＆

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス　

ア
ク
オ

健
康
経
営
ト
レ
ー
ナ
ー
の

佐
々
木
博
之
氏
よ
り
「
労
働

災
害
を
起
こ
さ
な
い
た
め
の

普
段
か
ら
の
対
策
に
つ
い
て

〜
転
倒
防
止
編
〜
及
び
転
倒

防
止
の
た
め
の
運
動
プ
ロ
グ

ラ
ム
（
実
践
）」
を
テ
ー
マ

に
講
演
い
た
だ
い
た
。

　

ま
た
、
安
全
衛
生
事
業
所

表
彰
と
し
て
、
三
事
業
所
が

表
彰
さ
れ
た
。

　

当
商
工
会
議
所
は
、
令
和

六
年
分
所
得
税
、
贈
与
税
、

譲
渡
税
及
び
消
費
税
等
の
確

定
申
告
相
談
窓
口
を
二
月
三

日
㈪
か
ら
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

設
置
期
間
は
、
三
月
十
日

㈪
ま
で
。（
消
費
税
は
三
月

二
十
六
日
㈬
ま
で
）

　

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

　

ま
た
、
ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ
に
よ

る
申
告
の
相
談
、
イ
ン
ボ
イ

ス
制
度
登
録
に
つ
い
て
の
相

談
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

当
商
工
会
議
所
で
は
本
年

四
月
十
三
日
よ
り
開
催
と
な

る
「
大
阪
・
関
西
二
〇
二
五
」

へ
の
視
察
旅
行
を
以
下
の
と

お
り
開
催
す
る
。
現
在
、
参

加
者
を
募
集
し
て
い
る
。

　

是
非
こ
の
機
会
に
大
阪
・

関
西
万
博
二
〇
二
五

へ
行
き
ま
せ
ん
か
。

■
実
施
日

　

令
和
七
年
四
月

　

二
十
二
日
㈫

■
行
程

　

出
発―

大
阪
・
関
西
万
博

（
パ
ビ
リ
オ
ン
一
つ
を
団
体

で
見
学
後
、自
由
行
動
）―

夕
食―

帰
着

※

詳
細
は
二
月
中
に
お
送
り

し
て
お
り
ま
す
案
内
文
書

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
募
集
定
員

　

四
十
名
（
一
事
業
所
二
名

ま
で
）

■
参
加
費

　

一
〇
，〇
〇
〇
円
／
人

■
申
込
締
切

　

三
月
十
八
日
㈫
ま
で
に
お

申
込
み
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

　

紀
州
有
田
商
工
会
議
所

　

☎
〇
七
三
七―

八
三―

四
七
七
七

令
和
六
年
分
確
定
申
告

　

相
談
窓
口
を
設
置

令
和
六
年
分
確
定
申
告

　

相
談
窓
口
を
設
置

　

企
業
の
経
営
状
況
を
把
握

す
る
に
は
記
帳
が
必
要
で

す
。
ま
た
、
資
金
繰
り
に
つ

い
て
も
、
そ
の
も
と
に
な
る

も
の
が
記
帳
で
す
。

　

当
商
工
会
議
所
で
は
簡
単

に
付
け
ら
れ
る
記
帳（
継
続
）

指
導
を
行
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
ご
希
望
の
方
は
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

　

記
帳
指
導
員
が
、各
商
店
・

事
業
所
を
訪
問
、
指
導
を
行

い
ま
す
。
ま
た
、
パ
ソ
コ
ン

会
計
に
つ
い
て
も
相
談
に
応

じ
て
い
ま
す
。
指
導
は
無
料

で
行
い
ま
す
。

　

お
申
込
み
及
び
詳
細
に
つ

い
て
は
、
商
工
会
議
所

☎
〇
七
三
七
―
八
三
―
四
七

七
七
ま
で
。

記
帳
継
続
指
導

　

対
象
者
募
集

記
帳
継
続
指
導

　

対
象
者
募
集

　

当
商
工
会
議
所
で
は
創
立

五
十
五
周
年
事
業
の
一
環
と

し
て
会
員
交
流
を
目
的
に
ゴ

ル
フ
コ
ン
ペ
大
会
を
以
下
の

と
お
り
開
催
す
る
。

■
開
催
日

　

令
和
七
年
六
月
三
日
㈫

　

ス
タ
ー
ト
八
時
三
十
分

■
開
催
場
所

・
有
田
リ
ソ
ル
ゴ
ル
フ
ク
ラ

ブ
（
有
田
郡
有
田
川
町
釜

中
四
二
三―

一
二
）

・
表
彰
式
（
橘
家
）

■
募
集
数　

二
十
組
八
十
名

■
参
加
費

　

五
，〇
〇
〇
円
／
人

■
プ
レ
ー
費

　

八
，八
〇
〇
円
／
人

■
お
申
込
み

　

四
月
三
十
日
㈬
ま
で
に
紀

州
有
田
商
工
会
議
所
へ
お

申
込
み
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

　

紀
州
有
田
商
工
会
議
所

　

☎
〇
七
三
七―

八
三―

四
七
七
七

大
阪
・
関
西
万
博
二
〇
二
五

大
阪
・
関
西
万
博
二
〇
二
五

会
員
親
睦
旅
行

会
員
親
睦
旅
行

会
員
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
大
会
の
ご
案
内

会
員
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
大
会
の
ご
案
内

紀
州
有
田
商
工
会
議
所
創
立
五
十
五
周
年
事
業

商
工
業
者
の
販
路
開
拓
支

援
に
つ
い
て

　

国
（
経
済
産
業
省
）
で
は
、

地
域
の
雇
用
や
産
業
を
支
え

る
小
規
模
事
業
者
の
生
産
性

向
上
と
持
続
的
発
展
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
、
持
続
的
な

経
営
に
向
け
た
経
営
計
画
に

基
づ
く
販
路
開
拓
の
取
組
み

を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

有
田
市
に
お
い
て
も
、
創

業
支
援
補
助
金
、
魅
力
発
信

動
画
等
製
作
補
助
金
、
有
田

市
販
路
開
拓
支
援
事
業
補
助

金
を
創
設
し
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
が
、
小
規
模
事
業
者

の
高
齢
化
等
に
よ
る
廃
業
が

相
次
ぐ
中
、
事
業
後
継
者
の

持
続
的
発
展
を
支
援
し
、
事

業
活
動
を
継
続
し
て
い
け
る

よ
う
有
田
市
版
の
持
続
化
補

助
金
の
創
設
に
つ
い
て
ご
検

討
い
た
だ
き
た
い
。

■
回
答

　

貴
商
工
会
議
所
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
既
存
の
補
助
金

の
普
及
啓
発
、
申
請
支
援
等

に
ご
協
力
を
賜
り
、
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

本
市
と
し
ま
し
て
も
、
小

規
模
事
業
者
の
高
齢
化
や
後

継
者
不
足
に
よ
る
廃
業
・
事

業
所
数
の
減
少
に
つ
い
て
は

重
要
な
課
題
と
認
識
し
て
お

り
ま
す
が
、現
状
、有
田
市
版

の
持
続
化
補
助
金
に
つ
き
ま

し
て
は
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
な
が
ら
、
小
規
模
事

業
者
持
続
化
補
助
金
や
国
・

県
の
政
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、

小
規
模
事
業
者
が
積
極
的
に

活
用
し
て
い
け
る
よ
う
貴
商

工
会
議
所
や
各
関
係
機
関
と

連
携
し
つ
つ
、
支
援
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
の
構
築
及
び
市

の
参
画
に
つ
い
て

　

当
商
工
会
議
所
で
は
、
令

和
五
年
七
月
に
中
心
市
街
地

活
性
化
検
討
会
を
立
ち
上

げ
、
会
議
を
重
ね
る
と
と
も

に
、
社
会
実
験
と
し
て
、
令

和
六
年
四
月
及
び
十
月
に
若

手
経
営
者
の
力
を
借
り
、
箕

島
地
域
を
中
心
と
す
る
集
客

イ
ベ
ン
ト
等
を
実
施
し
、
多

く
の
来
場
者
を
得
、
ま
ち
の

賑
わ
い
が
戻
っ
た
一
日
と
な

り
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
、
将
来
的
な
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
る
に
は
、

「
官
民
が
連
携
し
た
組
織
の
構

が
誇
れ
る
箕
島
エ
リ
ア
を
目

指
し
、産
官
学
民
一
体
と
な
っ

て
未
来
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

事
業
所
の
「
事
業
継
続
力

強
化
計
画
」
の
策
定
支
援

に
つ
い
て

　

令
和
六
年
一
月
に
能
登
半

島
地
震
が
発
生
し
、
甚
大
な

被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
復

旧
に
つ
い
て
も
な
か
な
か
進

ん
で
い
な
い
の
が
現
状
で

す
。
当
地
に
お
い
て
も
南
海

ト
ラ
フ
巨
大
地
震
の
三
十
年

以
内
の
発
生
が
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
、
県

に
お
い
て
は
、
県
内
事
業
所

の
災
害
発
生
時
に
お
け
る

「
事
業
継
続
力
強
化
」
計
画

の
策
定
を
、
市
と
商
工
会
議

所
が
連
携
し
て
支
援
す
る
こ

と
を
求
め
て
い
ま
す
。

　

市
内
事
業
所
に
お
い
て
は
、

事
業
継
続
力
強
化
計
画
や
Ｂ

Ｃ
Ｐ
策
定
に
つ
い
て
、
知
ら

な
か
っ
た
、
無
関
心
な
事
業

所
も
多
い
の
が
現
状
で
す
。

　

今
後
、
市
と
商
工
会
議
所

が
連
携
し
て
、
事
業
所
内
の

事
業
継
続
力
強
化
計
画
策
定

支
援
に
つ
い
て
ご
協
力
賜
り

た
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
市
内
事
業
所
の
事

業
継
続
力
強
化
計
画
の
策
定

を
進
め
る
た
め
、
認
定
を
受

け
た
事
業
所
へ
の
奨
励
金
の

支
援
な
ど
、
特
典
を
ご
検
討

賜
り
た
く
合
わ
せ
お
願
い
し

ま
す
。

■
回
答

　

近
年
、
日
本
各
地
で
大
規

模
な
災
害
に
よ
り
、
甚
大
な

被
害
が
発
生
し
て
い
る
中
、

事
業
所
に
お
け
る
事
業
継
続

力
強
化
計
画
策
定
の
重
要

性
、
市
内
事
業
所
の
現
状
に

築
や
社
会
実
験
を
通
じ
た
ま

ち
づ
く
り
が
必
要
」と
の
方
向

性
が
で
ま
し
た
。今
後
、志
の

あ
る
若
手
経
営
者
の
組
織
に

よ
り
、エ
リ
ア
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ

ー
ム
の
構
築
の
申
請
を
行
い
、

国
の
補
助
金
等
を
活
用
し
、

未
来
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
等
に

取
り
組
ん
で
い
く
予
定
で
す
。

　

市
当
局
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
有
田
市
内
各
地
域
の
活

性
化
に
向
け
た
取
り
組
み
を

考
え
ら
れ
て
お
ら
れ
る
と
存

じ
ま
す
が
、
ま
ず
は
、
有
田

市
内
で
唯
一
特
急
電
車
の
停

ま
る
箕
島
駅
を
中
心
と
し
た

周
辺
の
活
性
化
に
向
け
た
取

り
組
み
に
ご
協
力
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

■
回
答

　

貴
商
工
会
議
所
、
中
心
市

街
地
活
性
化
検
討
会
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
箕
島
エ
リ
ア

の
活
性
化
に
向
け
ご
尽
力
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

先
日
開
か
れ
た
「
み
の
し

ま
ま
ち
な
か
エ
リ
ア
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
」
設
立
総
会
に

お
い
て
、
市
も
会
員
の
一
員

と
し
て
承
認
さ
れ
た
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。
地
域
の
住
民

つ
い
て
は
十
分
認
識
し
て
お

り
、現
在
、令
和
七
年
度
以
降

の
事
業
継
続
力
強
化
支
援
計

画
の
策
定
に
向
け
、
貴
商
工

会
議
所
と
調
整
し
、
申
請
準

備
に
取
り
か
か
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。本
市
と
し
ま
し
て

も
、
引
き
続
き
貴
商
工
会
議

所
と
連
携
し
、
事
業
所
へ
の

普
及
啓
発
等
協
力
し
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

奨
励
金
の
支
援
や
特
典
等

に
つ
き
ま
し
て
は
、
現
状
考

え
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
他
市

町
村
の
状
況
等
も
参
考
に
し

な
が
ら
、
必
要
に
応
じ
て
検

討
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

具
体
的
な
支
援
策
等
ご
ざ
い

ま
し
た
ら
、
ご
共
有
い
た
だ

き
た
い
所
存
で
す
。

Ｂ
Ｉ
Ｇ　
Ｓ
Ｍ
Ｉ
Ｌ
Ｅ　
Ｐ

Ａ
Ｒ
Ｋ
の
市
外
か
ら
の
活

用
推
進

■
回
答

　

Ｂ
Ｉ
Ｇ　
Ｓ
Ｍ
Ｉ
Ｌ
Ｅ　
Ｐ

Ａ
Ｒ
Ｋ
は
、
令
和
六
年
三
月

二
十
三
日
の
オ
ー
プ
ン
以

来
、
十
一
月
末
ま
で
に
市
内

外
か
ら
十
万
人
を
超
え
る
来

場
者
を
得
て
い
ま
す
。特
に
、

土
日
祝
日
に
は
和
歌
山
県

サ
ッ
カ
ー
協
会
の
主
催
す
る

試
合
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
多

く
、
市
外
の
利
用
者
が
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
指
定
管
理
者
が
主

催
す
る
イ
ベ
ン
ト
や
、
市
外

の
団
体
や
企
業
が
主
催
す
る

イ
ベ
ン
ト
な
ど
が
毎
月
の
よ

う
に
開
催
さ
れ
、
市
外
か
ら

も
多
数
の
来
場
者
で
賑
わ
っ

て
い
ま
す
。

　

今
後
は
更
に
、
有
田
市
観

光
協
会
や
貴
商
工
会
議
所
と

タ
イ
ア
ッ
プ
し
た
イ
ベ
ン
ト

や
企
画
も
検
討
し
、
市
外
か

ら
の
活
用
促
進
に
取
り
組
ん

で
参
り
ま
す
。

第
五
回
こ
だ
わ
り
逸
品

物
産
展
を
開
催

第
五
回
こ
だ
わ
り
逸
品

物
産
展
を
開
催

第
三
十
回
労
働
安
全
衛
生

大
会
を
開
催

第
三
十
回
労
働
安
全
衛
生

大
会
を
開
催

動
画
を
Ｙ
ｏ
ｕ 

Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
に

て
掲
載
し
て
い
る
。

　

当
商
工
会
議
所
で
は
、
伴

走
型
小
規
模
事
業
者
支
援
事

業
の
一
環
で
、
事
業
者
の
販

路
開
拓
や
販
売
促
進
に
繋
げ

る
こ
と
を
目
的
に
「
第
五
回

こ
だ
わ
り
逸
品
物
産
展
」
を

令
和
七
年
一
月
二
十
五
日
㈯

有
田
川
温
泉
鮎
茶
屋
ダ
イ
ヤ

モ
ン
ド
ホ
ー
ル
に
お
い
て
開

催
し
た
。

　

当
日
は
二
十
三
店
の
事
業

所
が
参
加
し
、
自
社
の
商
品

の
試
飲
試
食
、
販
売
を
行
っ

た
。
六
〇
四
名
の
来
場
が
あ

り
、
商
品
の
購
入
や
、
ス
タ

ン
プ
ラ
リ
ー
形
式
で
の
抽
選

会
へ
の
参
加
、
バ
ル
ー
ン

ア
ー
ト
や
キ
ャ
ン
デ
ィ
す
く

い
配
布
な
ど
を
楽
し
ん
だ
。

　

当
日
の
イ
ベ
ン
ト
風
景
の

　

当
商
工
会
議
所
で
は
、
各

事
業
所
に
就
職
さ
れ
る
新
入

社
員
の
方
や
社
会
人
経
験
の

浅
い
方
を
対
象
と
し
た
「
新

入
社
員
研
修
」
を
開
催
し
ま

す
。

　

本
研
修
で
は
、
社
会
人
と

し
て
仕
事
に
ど
う
取
り
組
め

ば
よ
い
か
な
ど
、
学
生
時
代

と
違
っ
た
環
境
に
対
応
す
る

た
め
の
意
識
や
心
構
え
、
電

話
応
対
や
名
刺
交
換
な
ど
を

実
践
形
式
で
行
い
ま
す
。

■
日
時

　

令
和
七
年
四
月
四
日
㈮

　

九
時
二
十
分
〜
十
七
時

■
会
場

　

紀
州
有
田
商
工
会
議
所

　

六
階　

ホ
ー
ル

■
内
容

・
職
場
実
践
の
課
題

・
接
遇
マ
ナ
ー
の
基
本

・
接
遇
応
対
、
電
話
応
対
の

基
本
動
作
、
電
話
応
対
の

実
践

・
言
葉
づ
か
い

・
社
会
保
険
と
税
金
の
基
礎

知
識

■
受
講
料

　

一
，〇
〇
〇
円
／
人

　
（
但
し
、
ユ
ー
ザ
協
会
会

員
事
業
所
は
無
料
）

■
講
師

　

ユ
ー
ザ
協
会
主
任
講
師

　

依
藤
由
香
氏

　

及
び
商
工
会
議
所
職
員

■
申
込

　

三
月
二
十
一
日
㈮
ま
で
に

紀
州
有
田
商
工
会
議
所

（
☎
〇
七
三
七―

八
三―

四
七
七
七
）
へ
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

新
入
社
員
研
修

　

受
講
者
募
集

新
入
社
員
研
修

　

受
講
者
募
集

　
当
商
工
会
議
所
（
川
端
隆
也
会
頭
）
は
、
令
和
七
年
二
月
五

日
㈬
に
有
田
市
と
の
懇
談
会
を
開
催
。
有
田
市
へ
の
要
望
の
回

答
を
基
に
懇
談
を
行
っ
た
。

　
以
下
、
要
望
へ
の
回
答
の
一
部
を
報
告
す
る
。

協会けんぽより
令和７年度の保険料率が決定しました
協会けんぽ和歌山支部の令和７年度保険料率は、
令和７年３月分（４月納付分）より下記の通り変更
となります。

健康保険料率
（和歌山県支部）

介護保険料率
（全国一律）

令和７年
２月分まで

令和７年
３月分から

１０.１９%

１.５９%

１０.００%

１.６０%

玉
木
市
長
と
懇
談
会

玉
木
市
長
と
懇
談
会

玉
木
市
長
と
懇
談
会

有
田
市
へ
の
要
望
事
項

有
田
市
へ
の
要
望
事
項

有
田
市
へ
の
要
望
事
項
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足と身体の健康工房

5本指
1,980円

紀州有田商工会議所3階
☎0737-83-3371

靴下をはくだけで
外反母趾の角度が改善します。

あなたを
える靴下支

パート募集中

時　給
1,100円～1,200円

☎0737-82-4751
担当：上田

株式会社奥田
有田市千田 1 0 4 0

工場内作業（手袋製造）
特産品販売所あり太くん
紀州有田商工会議所1階で

営業時間：平日10時～16時
定 休 日：土曜、日曜、祝日

営業中!! 着物丸洗い
アカウント

営業日、商品情報
　　など情報発信中！

kimono_marui

インスタグラム始めました！

3,600円～

【営業時間】11時00分～17時00分
【定休日】木曜・日曜・祝日TEL.073（426）7807

和歌山市吹屋町5丁目35－1きもの　ＯＬＤ＆ＮＥＷ

【開催場所】大阪　夢洲

2025年大阪・関西万博が
開催されます！

【開催期間】
2025年4月13日（日）

～10月13日（月）
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春
先
は
、
確
定
申
告
で
忙

し
い
季
節
で
す
。
一
年
間
の

請
求
書
や
領
収
書
な
ど
を
ま

と
め
る
の
は
大
変
で
す
よ

ね
。
自
己
申
告
で
は
な
く
、

国
で
税
額
を
決
め
て
く
れ
た

ら
楽
な
の
に
と
考
え
る
人
も

い
ら
っ
し
ゃ
る
で
し
ょ
う
。

気象予報士×税理士  気象予報士×税理士  藤富郷の

実
は
、
現
在
の
確
定
申
告
の

制
度
「
申
告
納
税
方
式
」
が

始
ま
っ
た
の
は
１
９
４
７
年

か
ら
で
、
そ
れ
以
前
は
国
が

税
額
を
決
定
す
る
「
賦
課
課

税
方
式
」
の
形
が
取
ら
れ
て

い
ま
し
た
。

　

賦
課
課
税
方
式
に
お
い
て

も
所
得
を
申
告
す
る
点
は
変

わ
り
ま
せ
ん
が
、
申
告
し
た

所
得
は
あ
く
ま
で
参
考
程
度

だ
っ
た
よ
う
で
す
。
地
域
の

有
力
者
が
納
税
者
の
代
表
と

し
て
調
査
委
員
に
選
ば
れ
、

「
所
得
調
査
委
員
会
」
と
い

う
も
の
が
設
け
ら
れ
ま
し

た
。
こ
の
委
員
会
が
、
同
業

者
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
り

な
が
ら
納
税
額
を
決
定
す
る

と
い
う
仕
組
み
で
し
た
。

　

転
機
が
訪
れ
た
の
は
、
第

２
次
世
界
大
戦
後
の
47
年
で

す
。
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
提
言
の
下
、

米
国
税
制
に
倣
い
申
告
納
税

方
式
に
変
更
さ
れ
、
確
定
申

告
が
始
ま
り
ま
し
た
。
日
本

政
府
に
お
い
て
も
、
自
ら
税

額
を
決
定
し
納
付
す
る
申
告

納
税
方
式
は
、
戦
後
の
税
制

の
民
主
化
や
課
税
の
公
平
性

に
と
っ
て
好
ま
し
い
と
考
え

て
い
た
よ
う
で
す
。加
え
て
、

激
し
い
イ
ン
フ
レ
が
起
こ
っ

て
い
た
た
め
、
自
発
的
な
納

税
を
促
す
必
要
も
あ
っ
た
の

で
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
所
得
調
査
委

員
会
も
廃
止
に
な
り
ま
し
た

が
、
新
た
に
自
己
申
告
の
正

確
さ
を
測
る
た
め
、
申
告
書

を
誰
で
も
閲
覧
で
き
る
「
申

告
書
の
閲
覧
制
度
」、
他
人

の
申
告
書
に
誤
り
が
あ
る
と

通
報
で
き
る
「
第
三
者
通
報

制
度
」が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

通
報
制
度
に
つ
い
て
は
、
報

奨
金
も
あ
り
ま
し
た
。
今
で

は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
ね
。
や

は
り
、
こ
の
二
つ
は
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
侵
害
や
報
酬
を
得
る

た
め
の
密
告
が
増
え
る
の
は

好
ま
し
く
な
い
と
判
断
さ

れ
、
54
年
ま
で
に
廃
止
と
な

り
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
変
遷
の
中
、
青

色
申
告
制
度
や
記
帳
指
導
、

税
理
士
制
度
の
導
入
な
ど
の

税
制
改
正
も
行
わ
れ
、
申
告

納
税
方
式
が
現
在
ま
で
続
い

て
い
ま
す
。

　

近
年
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
が
普
及
し
、
給
与
所

得
や
医
療
費
な
ど
が
デ
ジ
タ

ル
デ
ー
タ
に
な
っ
て
き
て
い

ま
す
の
で
、
給
与
所
得
者
の

確
定
申
告
が
簡
単
に
な
り
つ

の
ニ
ュ
ー
ス
等
と
お
答
え
を

書
い
て
下
さ
い
。
投
稿
い
た

だ
い
た
感
想
の
中
か
ら
趣
旨

を
変
え
な
い
範
囲
で
添
削
や

割
愛
し
て
「
市
民
の
窓
」
に

掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
匿
名
希
望
も
可
）

◎
あ
て
先
＝

　

〒
６
４
９
―
０
３
９
８

　

紀
州
有
田
商
工
会
議
所

『
商
工
ニ
ュ
ー
ス
パ
ズ
ル
係
』

◎
応
募
は
が
き
に
は
住
所
・

氏
名
・
電
話
番
号
・
年
齢
を

は
っ
き
り
書
い
て
下
さ
い
。

◎
賞
　
品
＝
一
月
〜
六
月
号

を
対
象
に
抽
選

◎
二
月
号
の
正
解
は
「
雪
割

草
」
で
し
た
。

☆
応
募
要
項

◎
応
募
締
め
切
り
＝

　

三
月
十
日
（
消
印
有
効
）

◎
発
　
表
＝
四
月
号
で

◎
官
製
は
が
き
に
三
月
号
と

明
記
の
う
え
三
月
号
で
良

か
っ
た
記
事
・
感
想
・
市
内

た
。
普
通
と
快
速
列
車
で
約

十
四
時
間
か
か
り
ま
し
た

が
、
運
賃
は
二
三
〇
〇
円
で

し
た
。

（
初
島
町　

PN
：
初
島
の
老

女
さ
ん
）

◆

　

絵
本
作
家
を
目
指
し
て
三

十
年
。
有
田
市
の
新
人
絵
本

作
家
が
デ
ビ
ュ
ー
さ
れ
て
嬉

し
く
な
り
ま
し
た
。「
あ
お

く
ん
ふ
く
ち
ゃ
ん
」
で
笑
顔

に
な
り
ま
す
。

（
初
島
町　

大
谷
マ
サ
子
さ

ん
）

◆

　

ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
の
音
が
毎

日
聞
こ
え
ま
す
。
家
が
な
く

な
っ
て
さ
び
し
く
な
り
ま

す
。

（
箕
島　

中
尾
あ
や
子
さ
ん
）

◆

　

み
な
さ
ん
、
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
が
特
に
大
流
行
し
て
い

る
の
で
、
く
れ
ぐ
れ
も
気
を

つ
け
て
く
だ
さ
い
ね
！

（
辻
堂　

梅
本
誠
さ
ん
）

　
「
雪
割
草
」
別
名
ミ
ス
ミ

ソ
ウ
と
か
。
き
れ
い
で
可
憐

な
花
い
い
で
す
ね
。

（
港
町　

PN
：
ホ
ー
ち
ゃ
ん

さ
ん
）

◆

　

ク
ラ
ウ
ド
な
話
に
あ
っ
た

「
青
春
十
八
切
符
」
で
す
が
、

二
十
年
程
前
に
初
島
駅
か
ら

東
京
駅
ま
で
利
用
し
ま
し

つ
あ
り
ま
す
。

　

海
外
に
目
を
向
け
て
み
る

と
、
特
に
Ｉ
Ｔ
先
進
国
エ
ス

ト
ニ
ア
に
お
い
て
は
、
確
定

申
告
の
便
利
さ
で
話
題
に
上

が
り
ま
す
。
税
務
署
に
多
く

の
申
告
デ
ー
タ
が
集
め
ら
れ

る
た
め
、
す
で
に
記
入
済
み

の
申
告
書
が
で
き
て
お
り
、

修
正
が
な
け
れ
ば
ク
リ
ッ
ク

の
み
で
完
了
す
る
の
で
す
。

　

と
は
い
え
、
エ
ス
ト
ニ
ア

で
も
事
業
所
得
に
つ
い
て
は

資
料
を
そ
ろ
え
、
個
人
で
申

告
書
に
記
入
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
事
業
所
得
者
は
ま

だ
ま
だ
大
変
で
す
が
、
年
に

一
度
は
収
入
を
振
り
返
り
、

新
年
度
の
活
力
に
さ
れ
る
と

良
い
で
す
ね
。

気
象
予
報
士
兼
税
理
士

藤
富　

郷

す
べ
て
参
加
費
無
料
・
事
前
申

し
込
み
不
要

◆
ア
リ
ッ
サ
の
お
は
な
し
か
い

（
乳
幼
児
〜
就
園
前
く
ら
い
）

・
日
時
…
三
月
六
日
㈭

　
　
　
　

十
時
三
十
分
〜

　
　
　
　

四
月
三
日
㈭

　
　
　
　

十
時
三
十
分
〜

・
内
容
…
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

◆
水
曜
映
画
会
（
大
人
向
け
）

　
「
聖
の
青
春
」

・
日
時
…
三
月
十
二
日
㈬

　
　
　
　

十
四
時
〜

　
　
　
　
（
約
一
二
五
分
）

◆
も
り
の
か
み
し
ば
い
屋
さ
ん

　
（
子
ど
も
向
け
）

・
日
時
…
三
月
十
五
日
㈯

　
　
　
　

十
四
時
〜

・
内
容
…
紙
芝
居
の
読
み
聞
か

せ
◆
有
田
市
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

さ
さ
や
き
の
お
は
な
し
会

　
（
子
ど
も
向
け
）

・
日
時
…
三
月
二
十
二
日
㈯

　
　
　
　

十
時
三
十
分
〜

・
内
容
…
絵
本
や
紙
芝
居
の
読

み
聞
か
せ

◆
こ
ど
も
え
い
が
か
い

　
「
映
画
す
み
っ
コ
ぐ
ら
し

 

ツ
ギ
ハ
ギ
工
場
の
ふ
し
ぎ
な

コ
」

・
日
時
…
四
月
五
日
㈯

　
　
　
　

十
三
時
三
十
分
〜

　
　
　
　
（
約
七
十
分
）

◆
あ
か
ち
ゃ
ん
タ
イ
ム
（
休
館

日
を
除
く
毎
週
木
曜
日
）

 　
九
時
三
十
分
〜
十
二
時

〈
三
月
の
図
書
館
休
館
日
〉

毎
週
火
曜
日
と
三
月
三
十
一

日
㈪
（
図
書
整
理
日
）

　

問
…
有
田
市
図
書
館

　
　

☎
八
二
―
三
二
二
〇

「確定申告の始まりと今」

し
催
と
会

☆
三
月
三
日
…
正
副
会
頭
会
、

財
務
委
員
会
合
同
会
議

☆
三
月
五
日
…
小
規
模
企
業

振
興
委
員
連
絡
会
議

☆
三
月
六
日
…
広
報
委
員
会

☆
三
月
十
二
日
…
常
議
員
会

☆
三
月
二
十
八
日
…
通
常
議

員
総
会

と
こ
と
ひ

▼
先
日
、
フ
ォ
ト
ウ
ォ
ー
ク

と
い
う
イ
ベ
ン
ト
に
参
加

し
た
。
ま
ち
な
か
を
歩
き

回
り
、
い
い
な
と
思
っ
た

風
景
な
ど
を
写
真
に
収
め

る
と
い
っ
た
内
容
で
あ
る
。

▼
普
段
生
活
し
て
い
る
地
域

や
空
間
を
〝
写
真
を
撮

　

る
〞
と
い
う
視
点
で
歩
く

と
、
違
う
風
景
が
見
え
て

く
る
。
街
灯
、
電
柱
、
看

　

板
、
壁
な
ど
日
常
の
中
で

風
景
化
し
て
い
る
物
の
一

つ
一
つ
に
面
白
味
を
感
じ

ら
れ
る
の
だ
。

▼
こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て

改
め
て
視
点
を
変
え
る
こ

と
の
大
切
さ
を
実
感
す
る

と
と
も
に
、
ま
ち
な
か
の

変
化
も
感
じ
た
。

▼
何
気
な
い
景
色
で
も
過
去

が
あ
り
歴
史
が
あ
る
。
開

発
や
改
修
・
改
良
で
そ
の

歴
史
の
形
が
姿
を
変
え
、

消
え
て
い
く
こ
と
も
多
々

あ
り
、
記
録
が
な
け
れ
ば

記
憶
も
薄
れ
て
い
く
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
素
人

カ
メ
ラ
マ
ン
で
あ
る
が
、

微
力
な
が
ら
記
録
者
と
し

て
貢
献
で
き
れ
ば
と
思
う

今
日
の
こ
の
頃
で
あ
る
。

（
編
集
事
務
局
）

二
〇
二
四
年
度

全
国
統
一
防
火
標
語

　「
守
り
た
い
　未
来
が
あ
る

か
ら
　火
の
用
心
」

　

三
月
一
日
㈯
か
ら
三
月
七

日
㈮
ま
で
の
一
週
間
、
全
国

で
春
の
火
災
予
防
運
動
が
実

施
さ
れ
ま
す
。

三
つ
の
習
慣

一　

寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や

め
る
。

二　

ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や

す
い
も
の
か
ら
離
れ
た
位

置
で
使
用
す
る
。

三　

ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ

ば
を
離
れ
る
と
き
は
、
必

ず
火
を
消
す
。

四
つ
の
対
策

一　

逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め

に
、
住
宅
用
火
災
警
報
器

を
設
置
す
る
。

二　

寝
具
、
衣
類
及
び
カ
ー

テ
ン
か
ら
の
火
災
を
防
ぐ

た
め
に
、
防
炎
品
を
使
用

す
る
。

三　

火
災
を
小
さ
い
う
ち
に

消
す
た
め
に
、
住
宅
用
消

火
器
等
を
設
置
す
る
。

四　

お
年
寄
り
や
身
体
の
不

自
由
な
人
を
守
る
た
め

に
、
隣
近
所
の
協
力
体
制

を
つ
く
る
。

　

令
和
七
年
春
季
全
国
火
災

予
防
運
動
の
一
環
行
事
と
し

て
、
市
内
の
幼
年
消
防
ク
ラ

ブ
員
に
よ
る
防
火
パ
レ
ー
ド

が
実
施
さ
れ
ま
す
の
で
、
車

両
等
の
通
行
の
際
に
は
ご
協

力
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
雨
天
の
場
合
は
中

止
と
し
ま
す
。

令
和
七
年
春
季
全
国
火
災
予
防
運
動

令
和
七
年
春
季
全
国
火
災
予
防
運
動

　

き
の
く
に
線
駅
マ
ル
シ
ェ

は
、
き
の
く
に
線
を
フ
ィ
ー

ル
ド
に
〝
駅
か
ら
始
ま
る
ま

ち
づ
く
り
・
地
域
活
性
〞
の

き
っ
か
け
づ
く
り
と
な
る
も

の
で
、
多
様
な
店
舗
や
人
が

集
う
マ
ル
シ
ェ
形
態
の
イ
ベ

ン
ト
で
す
。

　

第
六
回
で
は
「
ち
ょ
っ
と

駅
い
こ
か
〜
。
〜
フ
ー
ド

ホ
ー
ル
・
バ
ル
・
カ
フ
ェ
、

三
つ
の
駅
待
ち
体
験
〜
」
を

コ
ン
セ
プ
ト
に
、
各
駅
で

テ
ー
マ
を
設
定
し
て
開
催
す

る
。
イ
ベ
ン
ト
の
概
要
に
つ

い
て
は
以
下
の
と
お
り
。

■
開
催
日
時

　

五
月
十
八
日
㈰

　

十
時
〜
十
六
時

■
開
催
場
所

　

Ｊ
Ｒ
初
島
駅
、
箕
島
駅
、

紀
伊
宮
原
駅

■
駅
テ
ー
マ

・
初
島
駅
：「
家
族
で
遊
ん

で
食
べ
て
賑
わ
う
、
フ
ー

ド
ホ
ー
ル 

は
つ
し
ま
ｓ

ｔ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
」

・
箕
島
駅
：「
食
べ
歩
き
・

飲
み
歩
き
で
遊
べ
る
、
駅

前
バ
ル　

み
の
し
ま
ｓ
ｔ

ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
」

・
紀
伊
宮
原
駅
：「
ま
っ
た

り
を
楽
し
む
、
カ
フ
ェ
＆

雑
貨　

み
や
は
ら
ｓ
ｔ
ａ

ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
」

■
出
店
要
綱

　

Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ
フ
ォ
ー
ム

に
記
載
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
二
次
元
コ
ー
ド
（
Ｑ
Ｒ
）

を
読
み
取
り
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

■
応
募
方
法

　

Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ
フ
ォ
ー
ム

よ
り
応
募
申
込

■
出
店
料

　

三
，〇
〇
〇
円

■
応
募
締
切

　

三
月
十
八
日
㈫
十
七
時
ま

で

第
七
回
み
か
ん
の
里
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
!

・
日
時
：
三
月
一
日
㈯
九
時
三
十
分
〜
十
六
時
三
十
分

　
　
　
　
　
　
二
日
㈰
九
時
三
十
分
〜
十
五
時
三
十
分

・
会
場
：
有
田
市
民
会
館

・
内
容

　
一
日
㈯
…
作
品
展
示
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ピ
ン
ポ
ン
（
体

験
）、
コ
ー
ヒ
ー
席
、
大
型
絵
本
、
健
康

体
操
、
う
た
日
和
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
、
有

和
中
学
校
音
楽
部

　
二
日
㈰
…
作
品
展
示
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
販
売
、
お
茶

席
、
芸
能
発
表

・
問
合
せ
：
有
田
市
教
育
委
員
会
　
生
涯
学
習
課

　
　
　
　
　
☎
二
二
―
三
七
六
一

第
四
十
四
回
　
春
蘭
展
示
会
　

・
日
時
：
三
月
二
十
二
日
㈯
　
十
時
〜
十
六
時

・
会
場
：
初
島
公
民
館
　
一
階

・
入
場
：
無
料

有
田
市
文
化
協
会
「
県
外
研
修
」

参
加
者
募
集
　

・
日
　
　
時
：
四
月
十
五
日
㈫

・
研
修
先
：
滋
賀
　
長
浜
曳
山
ま
つ
り
　
黒
壁
ス
ク

エ
ア

・
集
合
時
間
：
七
時
十
五
分
（
時
間
厳
守
）

・
集
合
場
所
：
有
田
市
文
化
福
祉
セ
ン
タ
ー
前

・
参
加
費
：
会
　
員
：
九
，五
〇
〇
円

　
　
　
　
　
　
非
会
員
：
一
〇
，〇
〇
〇
円

　
　
　
　
　
　
※
昼
食
代
、
保
険
料
を
含
む
。
上
記
以

　
　
　
　
　
　
　
外
は
実
費
。

・
申
込
開
始
：
三
月
三
日
㈪
　
九
時
〜

・
申
込
先
：
有
田
市
文
化
協
会
事
務
局
（
有
田
市
文

化
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

・
定
　
　
員
：
八
十
名
（
定
員
に
達
し
た
時
点
で
締
め

切
り
ま
す
。）

・
申
込
方
法
：
右
記
事
務
局
ま
で
お
越
し
い
た
だ
き
　

参
加
費
を
添
え
て
お
申
込
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
※
水
曜
休
館
日

・
問
合
先
：
有
田
市
文
化
協
会
事
務
局
（
有
田
市
文

化
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　
　
　
　
　
☎
八
二
―
三
二
二
一

市
内
イ
ベ
ン
ト
情
報

市
内
イ
ベ
ン
ト
情
報

こ
ど
も
音
劇

『
セ
ロ
弾
き
の
ゴ
ー
シ
ュ
』

　

町
の
音
楽
団
員
を
目
指
す

ゴ
ー
シ
ュ
を
み
ん
な
で
応
援

だ
！
お
話
に
ピ
ッ
タ
リ
の
音
楽

に
合
わ
せ
て
、
歌
の
お
姉
さ

ん
・
お
兄
さ
ん
と
一
緒
に
歌
お

う
♪
踊
ろ
う
♪

・
日
時
…
五
月
五
日
（
月
・
祝
）

・
開
場
…
十
四
時

・
開
演
…
十
四
時
三
十
分

　
（
約
六
十
分　

休
憩
な
し
）

・
チ
ケ
ッ
ト
…
三
月
八
日
㈯
販

売
開
始

・
販
売
場
所
…
有
田
市
民
会
館

【
全
席
指
定
】

お
と
な
：
前
売
券
五
〇
〇
円

　
（
当
日
八
〇
〇
円
）

こ
ど
も
（
中
学
生
以
下
）：

　

前
売
券
三
〇
〇
円
（
当
日
五

〇
〇
円
）

※
０
歳
か
ら
入
場
可
。
入
退
場

自
由
。
未
就
学
児
は
膝
上
に

限
り
鑑
賞
無
料
。

（
た
だ
し
、
お
席
が
必
要
な

場
合
は
チ
ケ
ッ
ト
を
お
求
め

く
だ
さ
い
。）

紀
文
ホ
ー
ル
映
画
会

「
ミ
ッ
シ
ョ
ン:

イ
ン
ポ
ッ
シ
ブ
ル

　デ
ッ
ド
レ
コ
ニ
ン
グ 

P
A
R
T 

O
N
E
」

・
日
時
…
三
月
九
日
㈰

・
開
場
…
十
三
時

・
開
演
…
十
三
時
三
十
分

　
（
約
一
七
〇
分
）

・
整
理
券
…
配
布
中

※
予
定
枚
数
に
達
し
次
第
終
了

【
全
席
自
由
】
入
場
無
料
（
要

整
理
券
）

※
日
本
語
吹
き
替
え
・
字
幕
付
き

・
配
布
場
所
…
市
民
会
館

・
問…

有
田
市
民
会
館　

　
　

☎
八
二―

二
六
二
六

窓
の
民
市

令和7年度 各種講習日程表（4月～7月）建設業労働災害防止協会　和歌山県支部
Tel（073）436-1327　Fax（073）426-3987

《注》　１．講義時聞は、何れもＡＭ９：００　～　ＰＭ５：１０（講義内容により、変更があります。）
　　　２．受講の申込みは、受講申込書に受講料を添えて持参、または現金書留で郵送をお願いします。
　　　　　※口座振込をご希望の方は、当支部まで連絡をお願いします。
　　　３．受講料等には、テキスト代が含まれています。
　　　　　テキスト代が改定された場合は、受講料を改定させていただく場合があります。
　　　４．定員になり次第、締め切ります。
　　　５　申込者が少数の場合は、講習会を取り止めさせていただく場合があります。

場　　所
和歌山県建設会館
3F　会議室

和歌山県建設会館
3F　会議室

和歌山県建設会館
3F　会議室

和歌山県建設会館
3F　会議室

和歌山県建設会館
3F　会議室

和歌山県建設会館
3F　会議室

和歌山県建設会館
3F　会議室

日　　時

4月8日㈫～4月9日㈬

4月22日㈫

5月15日㈭　午前10時～

5月20日㈫　午前10時～

5月27日㈫　午後1時～　

6月10日㈫　午後1時～　

7月8日㈫～7月9日㈬

講　習　の　名　称

職 長 ・ 安 全 衛 生 責 任 者 教 育

職長・安全衛生責任者能力向上教育

フルハーネス型安全帯使用作業特別教育（6時間）

刈払機取扱作業者に対する安全衛生教育

施工管理者等のための足場点検実務者研修

建設業等における熱中症予防指導員研修

コンクリート橋架設等作業主任者

受講料等

¥16,115

¥9,405

¥9,185

¥11,000

¥8,690

¥8,690

¥13,145

受付開始日

3月10日㈪～

3月24日㈪～

4月14日㈪～

4月21日㈪～

4月28日㈪～

5月12日㈪～

6月  9日㈪～

有
田
市
民
会
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

有
田
市
民
会
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

防火パレード
実施所園

ぶっとく幼稚園

宮崎町保育所

宮原保育所

初島幼稚園

日　時
3月3日㈪
9：30～10：30

パレードコース
アヲ鮮魚店東側駐車場
～箕島本町商店周辺

3月4日㈫
9：30～10：30

宮崎町保育所～宮﨑公
民館周辺

3月5日㈬
9：30～10：30

宮原保育所～宮原公民
館周辺

3月6日㈬
9：30～10：30

初島公民館～初島幼稚
園周辺

第
六
回
き
の
く
に
線
駅
マ
ル
シ
ェ

出
店
募
集
の
ご
案
内

第
六
回
き
の
く
に
線
駅
マ
ル
シ
ェ

出
店
募
集
の
ご
案
内

　

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
制
度
と

は
、
加
入
者
や
事
業
主
の
皆

様
の
健
康
づ
く
り
に
関
す
る

五
つ
の
取
り
組
み
（
評
価
指

標
）
の
結
果
を
基
に
、
全
国

四
十
七
都
道
府
県
支
部
を
ラ

ン
キ
ン
グ
付
け
し
、
上
位
十

五
支
部
の
二
年
後
の
健
康
保

険
料
率
を
引
き
下
げ
る
制
度

で
す
。

「
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
制
度
」

　
和
歌
山
支
部
の
令
和
五
年
度
実
績
は

　
全
国
十
二
位
　
　
〜
協
会
け
ん
ぽ
〜

「
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
制
度
」

　
和
歌
山
支
部
の
令
和
五
年
度
実
績
は

　
全
国
十
二
位
　
　
〜
協
会
け
ん
ぽ
〜

国税職員募集のお知らせ
令和７年度　国税専門官　採用試験

○　申込受付期間　令和７年２月20日（木）～３月24日（月） 
⇒　インターネット申込専用アドレス【https://www.jinji-shiken.go.jp/juken.html】
※　申込みは、原則インターネットにより行ってください。 

○　受験資格・試験日などの詳細については、 
国税庁ホームページの「採用情報」をご覧ください。 
⇒　国税庁ホームページアドレス【https://www.nta.go.jp】 

【問合せ先】大阪国税局人事第二課（試験係）（☎06-6941-5331）又は 
　　　　　 湯浅税務署総務課（☎0737-63-5351）（音声案内に従い「２」を選んでください））

【お申込みはこちら】 

５つの指標
に基づき
評価

全国4/ 支部で
ランキング付け 順位に応じ

て、健康保
険料率を引
き下げ！

→上位15支部には
　インセンティブ
　（報奨金）を付与

①
年に一度は
健診を受け
る　　　　

②
メタボ判定
なら保健指
導を受ける

③
保健指導を
受け生活習
慣を改善　

④
要治療の場
合は医療機
関を受診　

⑤
ジェネリッ
ク医薬品を
使用　　　

　

令
和
五
年
度
は
上
位
十
五

支
部
に
入
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
の
で
、
令
和
七
年
度
の

健
康
保
険
料
率
に
イ
ン
セ
ン

テ
ィ
ブ
（
報
奨
金
）
が
付
与

さ
れ
ま
し
た
。（
令
和
七
年

度
健
康
保
険
料
率
は
一
面
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。）

全
国
健
康
保
険
協
会
和
歌
山

支
部　

協
会
け
ん
ぽ

　

〒
六
四
九―

八
五
一
六

　

和
歌
山
市
六
番
丁
五

　

和
歌
山
六
番
丁
八
〇
一
ビ

ル
三
階

　

☎
〇
七
三―

四
二
一―

三
一
〇
〇（
代
表
）

５つの指標とは!?

有
田
市
図
書
館
イ
ベ
ン
ト

有
田
市
図
書
館
イ
ベ
ン
ト

答 …
A B C

　 参 　 Ａ

本 　 　 場 　 理

Ｃ 　 所 　 　 学

　 力 　 歩

　 　 号 　 Ｂ 現

識 　 　 灯

作 博 道 市 士

具 役 物 外 農

見 近 大 在

漢

詰
字

め

ス
ロ
ク

　

リ
ス
ト
か
ら
漢
字
を
選
び
、
空
い
た
マ
ス
を
埋

め
て
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
を
完
成
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

　

ひ
と
つ
の
文
字
は
１
回
し
か
使
え
ま
せ
ん
。

　

最
後
に
、
Ａ
〜
Ｃ
の
マ
ス
に
入
る
漢
字
で
で
き

る
三
字
熟
語
を
答
え
て
く
だ
さ
い
。

商
工
文
芸

隧
道
に
入
ら
ず
返
す
つ
ば
く
ら
め 

木
下　

敦
子

雛
飾
り
古
き
小
路
を
彩
れ
り 

石
井　

拓
馬

民
宿
は
入
り
江
に
沿
う
て
浜
大
根 

上
野
山
博
子

愛
ら
し
き
色
彩
ば
か
り
雛
あ
ら
れ 

喜
夛　

和
代

葉
脈
の
く
つ
き
り
見
ゆ
る
菊
の
苗 

岸
井　

照
代

紀
の
川
を
眼
下
に
桃
の
花
畑 

楠
見
惠
美
子

断
髪
の
鋏
の
光
る
春
と
な
り 

嶋
田　

ひ
で

ふ
き
ぬ
け
に
大
凧
吊
る
す
山
の
荘 

田
中　

恵
子

　

残
業
を
終
え
て
、
ほ
っ
と
一
息
、
一
杯
や
る
。

少
し
酔
っ
ぱ
ら
っ
て
き
た
。
夜
空
に
眼
を
や
る
と

星
が
瞬
い
て
い
る
。
鋭
く
煌
め
く
冬
の
星
と
違
い
、

春
の
星
は
ど
こ
と
な
く
潤
ん
で
み
え
る
。
ほ
ろ
酔

い
気
分
に
ぴ
っ
た
り
の
動
か
ぬ
季
語
と
な
っ
た
。

　
　
　
　
　

編
集
委
員　

綛
田
隆
信

三
月
作
品

共
感
の
一
句

運
河
紀
の
国
俳
句
会

残
業
を
了
へ
て
ほ
ろ
酔
ひ
春
の
星 

吉
田　

龍
哉


